
そ
ろ
っ
て
い

る
。
広
い
運

動
場
と
プ
ー

ル
や
野
外
の

調
理
場
も
あ

り
夏
休
み
の

家
族
連
れ
に

は
喜
ば
れ
そ

う
。
校
舎
の

入
り
口
に
は

今
の
若
者
は

ご
存
じ
な
い

懐
か
し
い
二

宮
金
次
郎
の

銅
像
が
建
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
や
ま
び
こ
荘
を
基
地
に

し
て
近
く
の
鄙
び
た
温
泉
巡
り
を
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
西
伊
豆
の
夕
日
が
素
敵

な
堂
ヶ
島
温
泉
も
近
く
で
す
。
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編
集
責
任
者　

五
月
女　

稔

第
七
十
三
号

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

　

町
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り
な
く
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
町
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
の
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
、
当
町
会
の
総
会
が
平
成
二
十
九
年
五
月

十
三
日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
時

期
が
遅
延
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
紙
面
を
お
借

り
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
町
会
総
会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
副
会
長
に
は
峯
岸
壮
吉
氏
、
多

賀
康
之
氏
の
二
名
が
就
任
さ
れ
て
、
会
長
を
補

佐
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
七
月
二
十
九
日(

土)

に
、
隅
田

川
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

九
月
八
日(

金)

〜
十
日(

日)

に
、
飛
木

稲
荷
神
社
の
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
町
会
祭
礼
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し

て
、
祭
礼
に
つ
い
て
種
々
ご
相
談
し
な
が
ら
協

議
決
定
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
祭
礼
委
員
の

方
々
お
よ
び
町
会
の
皆
様
に
は
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
毎
年
の
こ
と

な
が
ら
人
手
不
足
の
た
め
ぜ
ひ
多
数
の
ご
協
力

を
賜
り
た
く
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
秋
に
業
平
小
学
校
が
、
創
立
百
周
年
を

迎
え
「
記
念
式
典
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年

よ
り
中
学
校
の
学
区
変
更
に
伴
い
当
町
会
も

「
墨
田
中
学
校
」
か
ら
「
本
所
中
学
校
」
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
同
中
学
校
の

青
少
年
育
成
委
員
会
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

町
会
会
館
二
階
の
ト
イ
レ
が
リ
フ
ォ
ー
ム
さ

れ
て
非
常
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
従
来

の
列
車
式
の
和
式
ト
イ
レ
が
洋
式
に
な
っ
て
、

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

【

ご

挨

拶

】

【

婦

人

会

】

　

二
十
九
年
度
婦
人
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
会
計
沖
山
、
監
査
中
尾
、
前
会
長
峯

岸
、
大
橋
さ
ん
な
ら
び
に
会
員
皆
様
の
協
力
に

よ
り
、
二
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

六
月
二
十
一
日 

婦
人
会
夏
の
食
事
会
を
開

催
し
、
東
京
ソ
ラ
マ
チ
七
階
そ
ら
ま
ち
亭
で
落

語
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
く
お
食
事
を
頂
き
ま

し
た
。　

十
六
名
の
方
々
に
参
加
頂
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
談
笑
し
な
が
ら
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
婦
人
会
に
協
力
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平

成

二

十

九

年

度

役

員

名

一

覧

役　 職　 名 氏 　 　 名
町 　 会 　 長 大 橋　 由 明

副 会 長
峯 岸　 壮 吉
多 賀　 康 之

会　　　  　 計 奥 田　 清 和
総 務 部 長 多 賀　 康 之
会 計 監 査 笠 松　 秀 臣

顧  　　  　 問
細 川　 勝 也
高 橋 邦 夫

常 任 相 談 役 松 倉　 喜 富
常 任 相 談 役 沖 山　 泰 則

相 　 談 　 役
北 沢　 辰 男
多 賀 左 知 子

民 生 委 員 多 賀　 康 之
O  S  T  会 長 細 川　 勝 也
婦 人 会 会 長 齋 藤 祐 子
子 供 会 会 長 加 納 己 代 子
氏 子 総 代 大 橋　 由 明

宮 　 総 　 代
細 川　 勝 也
高 橋　 邦 夫
沖 山　 泰 則

役　 職　 名 氏 名

総　 務　 部　 長 多 賀　 康 之

副 部 長

野 村　 勝 巳

小 林　 裕 史

加 納　 智 雄

地 域 安 全 部 長 高 野  　　 裕

副 部 長 小 宮　 善 雄

防 火 防 災 部 長 小 杉　 誠 一

副 部 長 後 藤　 幹 雄

交　 通　 部　 長 多 賀　 康 之

副 部 長
広 畑  　　 繁

野 村　 勝 巳

福 利 厚 生 部 長 井 上　 次 男

副 部 長
大 木　　 茂

大 橋　 祥 子

青少年育成部長 並 木　 行 雄

副 部 長
高 野  　　 裕

峯 岸　 壮 吉

広　 報　 部　 長 五 月 女 稔

副 部 長

奥 山　 達 夫

五 味 　 健

山 本 勝 信

地 区 氏 名
第  一 地区部長 小 林　 裕 史
第  二 地区部長 田 中 哲 夫
第  三 地区部長 熊 谷　 英 明
第  四 地区部長 石 田 ヨ シ 子
第  五 地区部長 大 泉 宏 一
第  六 地区部長 大 橋　 由 明
第  七 地区部長 大 井 政 広
第  八 地区部長 沖 山　 泰 則
第  九 地区部長 細 川　 勝 也
第  十 地区部長 風 間 利 子
第十一地区部長 浅 香 忠 嘉
第十二地区部長 小 宮　 善 雄
第十三地区部長 奥 山 達 夫
第十四地区部長 石 井 浩
第十五地区部長 田 辺 志 佳 子

環 境 衛 生 部 長 並 木　 行 雄

副 部 長 小 杉　 誠 一

会 館 管 理 部 長 櫻 井　 清 泉

副 部 長 荒 井　 金 次

慶　 弔　 部　 長 峯 岸　 壮 吉

床
と
壁
面
も
綺
麗
に
な
っ
て
使
い
や
す
く
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
よ
り
住
み
良
い
、
明
る
い
仲
町

会
の
発
展
を
目
指
し
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
の
為
に
趣
味
を
（
そ
の

６
）（
伊
豆
の
秘
湯
？
温
泉
巡
り
）

　

５
．
や
ま
び
こ
荘
（
西
伊
豆
松
崎
）
校
舎

の
中
の
温
泉

　

や
ま
び
こ
荘
は
廃
校
の
小
学
校
で
こ
こ
へ

は
松
崎
か
ら
川
に
沿
っ
て
山
に
向
か
い
、
岩

石
を
積
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
す
れ
違
い
な

が
ら
採
石
場
を
通
り
越
し
、
さ
ら
に
進
む
と

や
っ
と
小
さ
な
集
落
に
た
ど
り
着
く
。
目
の

前
の
崩
れ
か
け
た
か
つ
て
の
演
芸
場
を
越
え

る
と
目
的
地
に
た
ど
り
着
く
。

　

学
校
内
に
は
天
然
か
け
流
し
の
ヒ
ノ
キ
風

呂
が
有
り
、
風
呂
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
高

温
で
は
な
く
、
い
か
に
も
身
体
に
良
さ
そ
う

な
と
て
も
柔
ら
か
い
温
泉
で
し
た
。
こ
こ
は

廃
校
を
利
用
し
て
青
少
年
の
合
宿
や
研
修
の

ほ
か
、
一
般
の
宿
泊
利
用
も
可
能
な
設
備
が

奥
山　

達
夫

齋
藤　

祐
子

６
．
沢
田
公
園
温
泉
（
西
伊
豆
町
）

　

こ
こ
は
断
崖
絶
壁
の
上
に
た
た
ず
む
露
天
風

呂
で
有
名
な
公
園
で
、
眼
下
の
海
を
目
の
前
に

し
た
壮
大
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
感
動
を
覚

え
、
年
間
を
通
し
て
ベ
ス
ト
な
夕
日
を
眺
め
る

事
が
出
来
ま
す
。
温
泉
入
浴
は
男
女
別
で
、
湯

に
入
れ
る
の
は
い
ず
れ
も
四~

五
人
程
度
で
す

が
、
す
ぐ
下
の
駿
河
湾
を
走
る
観
光
船
の
乗
客

に
手
を
挙
げ
て
挨
拶
し
な
が
ら
入
る
温
泉
気
分
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【

編

集

後

記

】

　

今
か
ら
十
五
年
前
に
私
は

熊
谷
恵
一
様
よ
り
民
生
委
員

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
当
初

は
何
も
分
か
ら
ず
少
々
不
安

で
し
た
が
、
約
二
年
間
の
間
に
何
回
か
社
会
福
祉

関
係
の
講
習
を
受
講
す
る
中
で
、
民
生
委
員
は
微

力
な
が
ら
も
社
会
福
祉
に
貢
献
で
き
る
委
員
で
あ

る
こ
と
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
認
識
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
以
来
十
五
年
間
、
町
会
、
町
会

員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協
力
ご
尽
力
を
頂
き
ま

し
て
何
と
か
民
生
委
員
と
し
て
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
の
存
在
、
そ
の
生
活

状
況
の
情
報
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
賛
助
金
、

歳
末
助
け
合
い
の
寄
付
金
等
、
町
会
、
町
会
員
の

皆
様
に
は
積
極
的
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
十
一
月
に
民
生
委
員
を
定
年
で
退

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横

井

正

男

十
二
．
昔
、
他
に
も
駅
が
あ
っ
た

　

新
あ
ず
ま
通
り
を
北
上
す
る
と
、
道
は
源
川

米
店
の
先
で
京
成
押
上
線
に
突
当
り
、
右
折
す

る
と
踏
切
が
あ
り
ま
す
。
踏
切
を
渡
り
東
武
の

高
架
を
く
ぐ
る
と
そ
の
先
で
右
に
カ
ー
ブ
し
て
、

飛
木
稲
荷
神
社
へ
の
道
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
お
よ
そ
六
十
年
前
迄
は
今
の
突
当
っ

た
所
が
踏
切
で
、
真
直
ぐ
に
飛
木
稲
荷
神
社
へ

の
道
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に

東
武
線
が
開
通
す
る
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
隅
田
川
寺
島
の
渡
し
（
首
都

高
速
道
路
向
島
入
口
付
近
）
か
ら
福
神
橋
際
に

あ
る
吾
嬬
の
杜
（
吾
嬬
神
社
）
へ
通
じ
た
道
で
、

大
変
古
い
道
な
の
で
す
。

　

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
京
成
押
上
線

と
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
が
相
互
乗
り
入
れ
に
な

り
、
押
上
駅
が
地
下
ホ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
こ
の
踏
切
付
近
か
ら
京
成
線
の

レ
ー
ル
が
地
下
に
入
り
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
、

踏
切
を
京
成
曳
舟
駅
側
に
ず
ら
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
に
東
武
伊
勢
崎

線
（
現
在
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
線
）
は
、
地
下
鉄

半
蔵
門
線
と
相
互
乗
り
入
れ
す
る
以
前
は
、
高

架
で
は
な
く
地
上
を
走
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の

踏
切
と
桜
橋
通
り
の
押
上
二
号
踏
切
は
東
武
伊

勢
崎
線
・
京
成
押
上
線
が
通
る
「
開
か
ず
の
踏
切
」

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
東
武
線
と
京
成
線
が
最
も

接
近
す
る
こ
の
両
踏
切
の
間
に
一
九
三
一
（
昭

和
六
）
年
に
東
武
伊
勢
崎
線
「
請
地
駅
」
が
、

翌
年
に
は
京
成
押
上
線
「
請
地
駅
」
が
乗
換
駅

と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
今
は
そ
の
痕
跡
が
全

【

第

八

消

防

団

】

六
月
十
一
日
（
日
）
横
川

に
あ
る
日
本
た
ば
こ
産
業

で
、
平
成
二
十
九
年
度
本

所
消
防
団
消
防
操
法
審
査

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
会
が
加
入
し
て
い

る
、
第
八
分
団
は
三
位
入

賞
し
ま
し
た
。

仲
町
会
か
ら
は
、
加
納
さ

ん
が
補
助
者
と
し
て
参
加
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

は
『
ま
さ
に
極
楽
！
』
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

ご
家
族
で
行
か
れ
た
ら
一
生
の
想
い
出
に
な
る

事
請
け
合
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
豆
半
島
の
深
山
に
は
ま
だ
ご
紹
介
し
て
な

い
面
白
い
温
泉
が
沢
山
有
り
ま
す
が
、
又
の
機

会
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

く
あ
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

　

次
の
「
地
図
①
」
は
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
の
押
上
一
丁
目
仲
町
会
界
隈
を
旧
本
所
区
の

地
図
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

　

桜
橋
通
り
の
二
号
踏
切
の
曳
舟
駅
側
に
両
方

の
「
請
地
駅
」（
丸
印
）
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
両
請
地
駅
は
東
京
大
空
襲
に
遭

い
、一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
営
業
を
休
止
、

そ
の
ま
ま
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
駅
の
開
業
期
間
は
わ
ず
か
十

数
年
で
し
た
。
私
は
、
子
供
の
頃
に
見
た
焼
け

残
っ
た
請
地
駅
ホ
ー
ム
を
覚
え
て
い
ま
す
。

「
写
真
①
」
は
、
京
成
電
鉄
が
京
成
曳
舟
駅
付
近

の
高
架
化
工
事
期
間
中
、
現
場
に
掲
示
し
て
あ
っ

た
懐
か
し
い
「
請
地
駅
ホ
ー
ム
駅
付
近
の
写
真
」

で
す
。
右
側
の
レ
ー
ル
が
東
武
伊
勢
崎
線
、
左

側
の
レ
ー
ル
は
京
成
押
上
線
で
す
が
、
現
在
で

は
、
京
成
が
地
下
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
こ
の

景
観
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

写
真
の
前
方
に
見
え
る
踏
切
は
「
押
上
二
号
踏

切
」
で
、
踏
切
の
先
が
左
に
大
き
く
カ
ー
ブ
し

て
直
ぐ
の
所
に
終
点
の
押
上
駅
が
あ
り
ま
し
た
。

正
面
の
奥
が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
建
つ
前

に
あ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
の
施
設
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
七
十
年
前
ま
で
私
た
ち
の
町
の
近
く
に

あ
っ
た
駅
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
押
上
三
丁

目
（
当
時
の
地
名
は
吾
嬬
町
西
一
丁
目
）
に
あ
っ

た
東
武
亀
戸
線
「
虎
橋
通
り
駅
」
で
す
。

　

押
上
通
り
（
旧
山
口
ガ
ー
デ
ン
通
り
、
現
四

ツ
目
通
り
）
に
あ
る
東
武
亀
戸
線
踏
切
（
亀
戸

線
１
号
踏
切
）
の
一
つ
小
村
井
駅
寄
り
に
あ
る

小
さ
い
踏
切
（
亀
戸
線
⒉
号
踏
切
）
の
先
に
「
虎

橋
通
り
駅
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
２
号
踏
切

を
通
る
細
い
道
を
「
虎
橋
通
り
」
と
呼
で
い
ま

し
た
。

次
の
「
地
図
②
」
は
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
の
押
上
三
丁
目
界
隈
を
旧
向
島
区
の
地
図
か

ら
抜
粋
し
ま
し
た
。「
虎
橋
通
り
駅
」と「
請
地
駅
」

の
両
駅
（
丸
印
）
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
は
、
踏
切
の
両
側
は
商
店
で
賑
わ
い
、

私
の
両
親
や
近
所
の
ひ
と
た
ち
か
ら
「
虎
橋
通

り
商
店
街
」
だ
っ
た
と
聴
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
辺
り
も
駅
を
含
め
線
路
を
境
に

押
上
三
丁
目
側
は
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
、「
虎

橋
通
り
駅
」
は
そ
の
直
後
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

線
路
の
京
島
側
は
戦
災
を
免
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
道
は
、
今
で
は
商
店
が
な
く
な
り
人
通

り
も
少
な
い
細
い
路
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、「
押
上
通
り
（
ガ
ー
デ
ン
通
り
）」
が
出

来
る
ま
で
は
、
押
上
駅
に
通
じ
る
主
要
の
道
路

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
写
真
②
」
は
、
虎
橋
通
り
の
亀
戸
線
⒉
号
踏

切
か
ら
小
村
井
駅
方
面
を
見
た
様
子
で
す
。

線
路
沿
い
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
礎
石
ら
し
き
痕

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昔
、
押
上
駅
の
他
に
も
あ
っ
た
「
請

地
駅
」
と
「
虎
橋
通
り
駅
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

【
新
民
生
委
員
の
紹
介
】

沖
山
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
民

生
委
員
と
な
り
ま
し
た
多
賀
さ

ん
で
す
。
地
域
の
皆
様
方
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
民
生
委
員
の
退
任
挨
拶
】

　

町
会
長
が
想
い
を
語
り
、
そ
れ
に
共
鳴
す
る
役

員
達
が
支
え
て
、
第
５
代
町
会
長
が
町
会
会
館
と

い
う
「
モ
ノ
」
を
、
第
６
代
町
会
長
が
若
い
役
員

の
「
ヒ
ト
」
を
、
そ
し
て
第
７
代
町
会
長
が
将
来

へ
の
蓄
え
と
し
て
「
カ
ネ
」
を
、
苦
労
し
て
築
き

遺
し
て
く
れ
た
町
会
を
、
次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ

志
が
求
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
不
思
議
な
事
に
、
い
つ
の
間
に
か
活

力
の
無
い
町
会
に
な
っ
て
し
ま
い
、
役
員
の
平
均

年
齢
も
驚
く
ほ
ど
高
齢
化
し
た
。
町
内
も
こ
こ
数

年
で
激
変
し
て
、
色
々
と
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
将
来
を
見
据
え
た
方
針
を
示

す
時
期
だ
ろ
う
。
イ
タ
ズ
ラ
に
先
延
ば
し
を
す
る

と
、
そ
の
代
償
は
大
き
く
な
る
。

沖

山

泰

則

任
致
し
ま
し
た
。「
民
生
委
員
の
定
年
は
七
十
五
歳
、

年
度
替
わ
り
は
十
二
月
で
す
。」
後
任
に
は
多
賀
康

之
様
に
お
願
い
了
承
し
て
頂
き
ま
し
た
。
多
賀
様

は
町
会
の
副
会
長
、
交
通
部
長
を
兼
務
し
て
い
ま

す
が
、
町
会
の
将
来
を
担
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
材
な
の
で
、
大
い
に
頑
張
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
町
会
の
皆
様
に
も
ご
協
力
ご

尽
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多

賀

康

之

小

杉

誠

一


